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二
〇
二
一
年
五
月
一
日
か
ら
中
京
圏
の
高
速
道
路
料
金
の
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
問

う
。 

一 

政
府
は
、
「
中
京
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料
金
に
関
す
る
具
体
方
針
」
に
お
い
て
、
「
料
金
水
準
の
整
理
・
統
一
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
料
金
の
値
上
げ
で
は
な
い
か
。 

二 

「
高
速
自
動
車
国
道
の
大
都
市
近
郊
区
間
」
の
水
準
に
統
一
す
る
と
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
、
大
都
市
近
郊
区
間
の
高
い
水

準
の
料
金
に
合
わ
せ
る
の
か
。 

三 

一
日
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
通
行
量
で
見
た
場
合
、
名
古
屋
高
速
は
首
都
高
速
や
阪
神
高
速
を
大
幅
に
上
回
る
台

数
が
利
用
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
ま
た
、
中
京
圏
は
、
三
大
都
市
圏
の
中
で
は
、
交
通
手
段
に
自
動
車
が
占
め
る
割
合
が

圧
倒
的
に
高
い
。
料
金
水
準
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
事
情
を
加
味
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

四 

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、
地
域
経
済
に
多
方
面
に
わ
た
り
、
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
約
二
割
～
五
割
の
料
金

値
上
げ
と
な
る
「
料
金
水
準
の
整
理
・
統
一
」
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
見
送
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

五 

「
料
金
水
準
の
整
理
・
統
一
」
に
関
し
て
、
「
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備
の
加
速
化
、
一
宮
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
及
び
東
名
三



 

２ 

 

好
付
近
に
お
け
る
渋
滞
解
消
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に
必
要
な
財
源
確
保
を
考
慮
」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、

わ
が
国
で
は
、
高
速
道
路
の
建
設
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
資
金
や
そ
の
利
息
、
維
持
管
理
に
必
要
な
費
用
を
料
金
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
期
間
内
で
返
済
す
る
と
い
う
償
還
主
義
を
採
っ
て
お
り
、
新
た
な
公
共
投
資
の
財
源
を
料
金
の
値
上
げ
に
求
め

る
の
は
理
に
適
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

六 

名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道
及
び
名
古
屋
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
非
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
は
、
各
入
口
か
ら
利
用
で
き
る
最
大
距
離

の
料
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
名
古
屋
高
速
に
は
、
中
小
企
業
の
社
用
車
や
軽
自
動
車
を
中
心
に
、
一
日
当

た
り
二
～
三
万
台
の
非
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
が
走
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
非
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
酷
で
あ

り
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


